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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第9期

第3四半期累計期間
第10期

第3四半期累計期間
第9期

会計期間
自2014年 4月1日
至2014年12月31日

自2015年 4月1日
至2015年12月31日

自2014年 4月1日
至2015年3月31日

保険料等収入 （百万円） 6,310 6,782 8,493

資産運用収益 （百万円） 82 204 124

保険金等支払金 （百万円） 1,057 937 1,324

経常損失（△） （百万円） △1,305 △155 △1,532

四半期（当期）純損失（△） （百万円） △1,290 △151 △1,624

持分法を適用した場合の投資損失（△） （百万円） △305 － △305

資本金 （百万円） 10,500 12,020 10,500

発行済株式総数 （株） 42,175,000 50,175,000 42,175,000

純資産額 （百万円） 12,830 15,360 12,487

総資産額 （百万円） 22,607 29,001 23,387

1株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）
（円） △30.59 △3.10 △38.52

潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.7 52.9 53.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 2,098 3,487 3,247

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,946 △4,982 △2,925

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △6 3,033 △8

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（百万円） 565 2,271 731

 

回次
第9期

第3四半期会計期間
第10期

第3四半期会計期間

会計期間
自2014年10月1日
至2014年12月31日

自2015年10月1日
至2015年12月31日

1株当たり四半期純損失金額（△） （円） △7.56 △0.96

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

2．保険料等収入、資産運用収益、保険金等支払金には、消費税等は含まれておりません。

3．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、1株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

4．四半期財務諸表等規則第4条の2第3項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。
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2【事業の内容】

　当社は、2015年4月20日の取締役会において、KDDI株式会社との資本業務提携契約の締結及びKDDI株式会社を割当

先とする第三者割当による新株発行を決議しました。さらに、KDDI株式会社が、当社の保険主要株主になることに対

する内閣総理大臣の認可を取得したことから、2015年5月22日に、本第三者割当増資により、8,000,000株の新株式を

発行し、3,040百万円の資金調達を行いました。本第三者割当増資により、KDDI株式会社が当社株式の議決権の

15.95%を所有する筆頭株主となり、KDDI株式会社は当社のその他の関係会社となりました。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当第3四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクの重要な変更はありません。

 

2【経営上の重要な契約等】

　当第3四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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3【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績

契約の状況

　当第3四半期の新契約の年換算保険料*1は、前年同期比107.2%の323百万円、申込件数は、前年同期比105.8%の

8,771件、新契約件数は、前年同期比113.6%の6,864件となりました。また、当第3四半期累計期間の新契約の年換

算保険料*1は、前年同期比87.5%の872百万円、申込件数は、前年同期比85.0%の24,267件、新契約件数は、前年同

期比86.6%の18,267件となりました。

　当第3四半期会計期間末の保有契約の年換算保険料*1は、前事業年度末比104.9%の9,220百万円、保有契約件数

は、前事業年度末比103.3%の222,598件となりました。また、当第3四半期累計期間の解約失効率*2は、6.7%（前年

同期7.4%）となりました。

*1.年換算保険料とは、1回当たりの保険料について保険料の支払い方法に応じた係数を乗じ、1年当たりの保険料に換算した金額をい

います。当社商品の保険料は全て月払いのみとなっているため、1ヶ月当たりの保険料に12を乗じたものを年換算保険料としていま

す。

*2.解約失効率は、解約・失効の件数を月々の保有契約件数の平均で除した比率を年換算した数値です。
 
収支の状況

　当第3四半期累計期間の保険料等収入は、保有契約件数の増加に伴い、前年同期比107.5%の6,782百万円と増加し

ました。また、資産運用収益は、前年同期比249.0%の204百万円となりました。その他経常収益は、7百万円となり

ました。この結果、当第3四半期累計期間の経常収益は、前年同期比107.7%の6,995百万円となりました。

　保険金等支払金は、前年同期比88.7%の937百万円となりました。保険金及び給付金支払額の保険料に対する割合

は、前年同期の15.1%から11.7%に減少しました。責任準備金等繰入額は、保険料が増加したことなどにより、前年

同期比108.3%の2,847百万円となりました。責任準備金繰入額の保険料に対する割合は、前年同期の42.3%から

42.2%となりました。事業費は、広告宣伝費をコントロールしたことなどにより、前年同期比76.3%の2,247百万円

となりました。事業費のうち、広告宣伝費を中心とした営業費用は前年同期比63.8%の861百万円、保険事務費用は

前年同期比92.3%の391百万円、システムその他費用は前年同期比85.0%の994百万円となりました。また、保険業法

第113条繰延資産償却費は、795百万円となりました。これは、2012年度までに計上した保険業法第113条繰延資産

を、開業10年目である2017年度まで均等償却することによるものです。これらにより、当第3四半期累計期間の経

常費用は前年同期比91.7%の7,150百万円となりました。

　以上の結果、当第3四半期累計期間の経常損失は、前年同期の1,305百万円に対して、155百万円となりました。

なお、保険業法第113条繰延資産償却費を考慮する前の経常損益は、前年同期の510百万円の損失に対して、639百

万円の利益となり、四半期累計期間で黒字となりました。四半期純損失は、前年同期の1,290百万円に対して、151

百万円となりました。

　また、生命保険会社の収益性を示す指標のひとつである基礎利益は、前年同期の1,288百万円のマイナスに対し

て、152百万円のマイナスとなりました。内訳は、危険差益1,591百万円、費差損1,776百万円、利差益31百万円と

なりました。
 

(2) 財政状態

資産、負債及び純資産の状況

　当第3四半期会計期間末の総資産は、29,001百万円（前事業年度末23,387百万円）となりました。主な勘定残高

として、高格付けの公社債を中心とする有価証券は、21,983百万円となりました。また、保険業法第113条繰延資

産は、償却により、2,385百万円に減少しました。

　負債は、保険料の増加に伴い責任準備金が増加したことから、13,640百万円（前事業年度末10,899百万円）とな

りました。主な勘定残高は、責任準備金12,634百万円（うち、危険準備金1,285百万円）、支払備金297百万円とな

りました。

　純資産は、四半期純損失を計上したものの、2015年5月にKDDI株式会社を割当先とする第三者割当増資により

3,040百万円の資金調達を行ったため、15,360百万円（前事業年度末12,487百万円）と増加しました。

　当第3四半期会計期間末のソルベンシー・マージン比率は、2,782.0%（前事業年度末2,244.7%）となり、充分な

支払余力を維持しています。
 
キャッシュ・フローの状況

　当第3四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、保険料等収入が増加したことに加え、事

業費をコントロールしたことから、3,487百万円の収入（前年同期2,098百万円の収入）となりました。投資活動に

よるキャッシュ・フローは、主に有価証券の取得により、4,982百万円の支出（前年同期1,946百万円の支出）とな

りました。また、財務活動によるキャッシュ・フローは、KDDI株式会社を割当先とする第三者割当増資により、

3,033百万円の収入（前年同期6百万円の支出）となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当第3四半期会計期間末残高は、2,271百万円（前事業年度末731百万円）と

なりました。
 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第3四半期累計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。
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(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数（株）

（2015年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2016年2月9日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 50,175,000 50,175,000
東京証券取引所

（マザーズ）

1単元の株式数は100

株であります。完全

議決権株式であり、

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

計 50,175,000 50,175,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2016年2月1日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 2015年10月1日～

 2015年12月31日
― 50,175,000 ― 12,020 ― 12,020

 

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」は、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載すること

ができないことから、直前の基準日（2015年9月30日）の株主名簿に基づいて記載しております。

①【発行済株式】

 2015年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式50,169,100 501,691 －

単元未満株式 普通株式5,900 － －

発行済株式総数 50,175,000 － －

総株主の議決権 － 501,691 －

 

②【自己株式等】

2015年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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2【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第3四半期累計期間における役員の異動は、当該有価証券報告書に記載

した事項を除き、該当事項はありません。

　なお、当社は執行役員制度を導入しております。2016年1月1日付けの組織改定により、執行役員の陣容及び変更後

の担当は以下のとおりとなりました。

 

氏名 役職及び担当

出口 治明 執行役員

岩瀬 大輔 執行役員

西田 政之
執行役員

営業本部長

中田 華寿子

執行役員

担当:プロジェクト推進室

チーフ・コミュニケーション・オフィサー

樋口 俊一郎
執行役員

担当:監査部

木庭 康宏

執行役員

コーポレート本部長、法務部長、

チーフ・コンプライアンス・オフィサー

成相 衆治
執行役員

システム戦略本部長

森 亮介
執行役員

経営戦略本部長

山崎 隆博
執行役員

お客さまサービス本部長、保険金部長

吉見 隆史
執行役員

営業副本部長
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第4【経理の状況】

1．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）並びに同規則第54条及び第73条の規定に基づき「保険業法施行規則」

（平成8年大蔵省令第5号）に準拠して作成しております。

　また、四半期財務諸表等規則第4条の2第3項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

2．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期会計期間（2015年10月1日から2015年12月31

日まで）及び第3四半期累計期間（2015年4月1日から2015年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

3．四半期連結財務諸表について
　　　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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1【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(2015年3月31日)
当第3四半期会計期間
(2015年12月31日)

資産の部   

現金及び預貯金 731 771

買入金銭債権 － 1,499

金銭の信託 1,033 1,035

有価証券 17,082 21,983

国債 8,227 10,057

地方債 851 1,450

社債 6,894 9,413

株式 222 227

外国証券 886 834

有形固定資産 114 83

無形固定資産 468 410

代理店貸 0 0

再保険貸 23 9

その他資産 3,933 3,208

未収金 639 673

保険業法第113条繰延資産 3,180 2,385

その他の資産 113 149

資産の部合計 23,387 29,001

負債の部   

保険契約準備金 10,084 12,932

支払備金 277 297

責任準備金 9,806 12,634

代理店借 4 7

再保険借 45 53

その他負債 353 299

特別法上の準備金 9 11

価格変動準備金 9 11

繰延税金負債 403 336

負債の部合計 10,899 13,640

純資産の部   

資本金 10,500 12,020

資本剰余金 10,500 12,020

利益剰余金 △8,798 △8,949

株主資本合計 12,202 15,091

その他有価証券評価差額金 265 249

評価・換算差額等合計 265 249

新株予約権 19 19

純資産の部合計 12,487 15,360

負債及び純資産の部合計 23,387 29,001
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(2)【四半期損益計算書】

【第3四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第3四半期累計期間
(自　2014年4月1日

　至　2014年12月31日)

当第3四半期累計期間
(自　2015年4月1日

　至　2015年12月31日)

経常収益 6,495 6,995

保険料等収入 6,310 6,782

保険料 6,213 6,699

再保険収入 97 83

資産運用収益 82 204

利息及び配当金等収入 80 135

金銭の信託運用益 1 33

有価証券売却益 0 35

その他経常収益 101 7

支払備金戻入額 91 －

その他の経常収益 10 7

経常費用 7,801 7,150

保険金等支払金 1,057 937

保険金 600 456

給付金 337 329

その他返戻金 0 0

再保険料 120 152

責任準備金等繰入額 2,629 2,847

支払備金繰入額 － 19

責任準備金繰入額 2,629 2,827

資産運用費用 0 0

支払利息 0 0

その他運用費用 0 －

事業費 ※ 2,944 ※ 2,247

その他経常費用 1,169 1,118

経常損失（△） △1,305 △155

特別損失 2 2

特別法上の準備金繰入額 2 2

価格変動準備金繰入額 2 2

税引前四半期純損失（△） △1,308 △158

法人税及び住民税 2 53

法人税等調整額 △21 △61

法人税等合計 △18 △7

四半期純損失（△） △1,290 △151
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第3四半期累計期間
(自　2014年4月1日

　至　2014年12月31日)

当第3四半期累計期間
(自　2015年4月1日

　至　2015年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △1,308 △158

減価償却費 166 164

支払備金の増減額（△は減少） △91 19

責任準備金の増減額（△は減少） 2,629 2,827

価格変動準備金の増減額（△は減少） 2 2

利息及び配当金等収入 △80 △135

有価証券関係損益（△は益） △0 △35

支払利息 0 0

代理店貸の増減額（△は増加） 0 △0

再保険貸の増減額（△は増加） △32 14

その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は増加）
756 748

代理店借の増減額（△は減少） △0 3

再保険借の増減額（△は減少） 23 8

その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）

の増減額（△は減少）
△59 △92

その他 △1 △32

小計 2,003 3,335

利息及び配当金等の受取額 99 157

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △4 △3

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,098 3,487

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △5,201 △7,012

有価証券の売却・償還による収入 3,415 2,110

資産運用活動計 △1,786 △4,901

営業活動及び資産運用活動計 312 △1,413

有形固定資産の取得による支出 △80 △5

無形固定資産の取得による支出 △79 △75

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,946 △4,982

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 － 3,040

リース債務の返済による支出 △6 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △6 3,033

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 146 1,539

現金及び現金同等物の期首残高 418 731

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 565 ※ 2,271
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 事業費の内訳は次のとおりであります。

 
前第3四半期累計期間

（自2014年4月1日
至2014年12月31日）

当第3四半期累計期間

（自2015年4月1日
至2015年12月31日）

 （百万円） （百万円）

営業活動費   

　募集代理店経費 33 44

　選択経費 1 0

　　営業活動費小計 35 45

営業管理費   

　広告宣伝費 1,039 512

　　営業管理費小計 1,039 512

一般管理費   

　人件費 778 812

　物件費 1,087 872

　負担金 4 5

　　一般管理費小計 1,870 1,689

　　　合計 2,944 2,247

（注）1. 一般管理費・物件費の主なものは、保険事務・システム等の契約の維持・管理に際して必要な経費等で

あります。

     2. 負担金は、保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する負担金であります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第3四半期累計期間
（自2014年4月1日
至2014年12月31日）

当第3四半期累計期間
（自2015年4月1日
至2015年12月31日）

現金及び預貯金 565百万円 771百万円

買入金銭債権 － 1,499

現金及び現金同等物 565 2,271

 

（株主資本等関係）

株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2015年5月22日付で、KDDI株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第3四半期

累計期間において資本金が1,520百万円、資本準備金が1,520百万円増加し、当第3四半期会計期間末において資本

金が12,020百万円、資本準備金が12,020百万円となりました。
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（金融商品関係）

前事業年度（2015年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

　(1)現金及び預貯金 731 731 －

　(2)金銭の信託 1,033 1,033 －

　(3)有価証券 16,195 16,567 371

　　 満期保有目的の債券 8,982 9,354 371

　　 その他有価証券 7,212 7,212 －

　(4)その他資産 未収金 639 639 －

 

当第3四半期会計期間（2015年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 四半期貸借対照表計上額 時価 差額

　(1)現金及び預貯金 771 771 －

　(2)買入金銭債権 1,499 1,499 0

　(3)金銭の信託 1,035 1,035 －

　(4)有価証券 21,149 21,745 596

　　 満期保有目的の債券 10,675 11,271 596

　　 その他有価証券 10,473 10,473 －

　(5)その他資産 未収金 673 673 －

（注）1.金融商品の時価の算定方法並びに金銭の信託及び有価証券に関する事項

(1)現金及び預貯金

　当社は、満期がない預金のみを保有しており、それらの時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額によっております。

(2)買入金銭債権

　買入金銭債権の時価は、2015年12月末日の取引金融機関から入手した価格によっております。

(3)金銭の信託

　金銭の信託における信託財産の構成物の時価は、2015年12月末日（前事業年度は2015年3月末日）の取

引所又は取引金融機関から入手した価格等によっております。また、保有目的ごとの金銭の信託に関する

事項については、注記事項「（金銭の信託関係）」をご参照下さい。

(4)有価証券

　有価証券の時価は、2015年12月末日（前事業年度は2015年3月末日）の取引所又は取引金融機関から入

手した価格等によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項

「（有価証券関係）」をご参照下さい。

(5)その他資産 未収金

　未収金については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

     2.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分
前事業年度

（2015年3月31日）

当第3四半期会計期間

（2015年12月31日）

　外国証券 886 834

　外国証券については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「(4)有価証券」（前事業年度は「(3)有価証券」）には含めておりません。
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（有価証券関係）

1．満期保有目的の債券

　前事業年度（2015年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

　公社債    

　　国債 7,058 7,404 345

　　地方債 100 108 8

　　社債 1,823 1,841 17

合計 8,982 9,354 371

 

　当第3四半期会計期間（2015年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 四半期貸借対照表計上額 時価 差額

　公社債    

　　国債 8,057 8,599 541

　　地方債 900 934 34

　　社債 1,717 1,738 20

　その他 1,499 1,499 0

合計 12,175 12,771 596

（注）四半期貸借対照表において買入金銭債権として計上しているコマーシャルペーパーを「その他」に含めてお

ります。

 

2．その他有価証券

　前事業年度（2015年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 取得原価 貸借対照表計上額 差額

　公社債    

　　国債 1,130 1,168 38

　　地方債 722 751 29

　　社債 5,038 5,070 31

　株式 100 222 121

合計 6,991 7,212 221

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。

 

　当第3四半期会計期間（2015年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 取得原価 四半期貸借対照表計上額 差額

　公社債    

　　国債 1,931 1,999 68

　　地方債 521 550 28

　　社債 7,639 7,696 57

　株式 100 227 127

合計 10,192 10,473 281

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。
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（金銭の信託関係）

その他の金銭の信託（運用目的、満期保有目的及び責任準備金対応以外）

　前事業年度（2015年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 取得原価 貸借対照表計上額 差額

　その他の金銭の信託 1,003 1,033 29

 

　当第3四半期会計期間（2015年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 取得原価 四半期貸借対照表計上額 差額

　その他の金銭の信託 1,035 1,035 －

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、生命保険事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（1株当たり情報）

1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第3四半期累計期間
（自2014年4月1日
至2014年12月31日）

当第3四半期累計期間
（自2015年4月1日
至2015年12月31日）

1株当たり四半期純損失金額 30.59円 3.10円

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） 1,290 151

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） 1,290 151

普通株式の期中平均株式数（株） 42,175,000 48,691,364

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、1株当たり四半期

純損失金額を計上しているため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

 

2【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ライフネット生命保険株式会社(E26327)

四半期報告書

18/19



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月９日

ライフネット生命保険株式会社

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平栗　郁朗　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森本　洋平　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているライフネット生

命保険株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第10期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１

日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ライフネット生命保険株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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